
琉球大学ブランド商品開発支援事業 事業概要 

〇趣旨・目的 

これまで企業との共同研究により様々な商品開発を行ってきたが、琉球大学の名前を

冠した商品開発やこれに伴う地域活性化も期待されている。このため、研究推進機構（R1

までは地域連携推進機構）では、本学の有する研究シーズ、事業アイディア、ノウハウ、

ビジネスモデル、デザイン等の知的資産を活用した「琉球大学ブランド商品」の開発を支

援する。 

○実施内容と方法

 琉球大学の有する知的資産を活用した商品開発には「商品化アイディア検討」「マーケ

ット調査」 「商品コンセプト策定」「商品試作」「販路開拓」等の様々な課題について「深

い調査」「慎重な 検討」「具体的な対応」を行う必要がある。  

 このため、本機構の産学連携・知的財産チームを中心に、学外の専門家等も交え、アイ

ディアから販売までの段階を継続的・総合的に支援する。併せて商品試作等の経費も支援

する。 

支援総額：H28年度 300万円、H29・30・R1・R2年度 500万円 

〇開発商品 

平成 28年度：「琉球大学の泡盛」「琉球大学カレー」 

平成 29年度：「Sun Lover（化粧水）」、「琉大精油」 

平成 30年度：「チャンプルースタディ 食べて学べるシマ野菜パン＋スープセット（仮称）」 

「石垣島のミルクと乳酸菌 のむヨーグルト」 

令和元年度：「贅沢シークヮーサーポリフェノールクッキー」 

「健康そば（ノビレチン配合そば）」「シークヮ－サー胡椒」 

「琉大ハニーグラノーラ」 

令和 2年度：「琉大アグー 琉覇」「うーじ・ゆいバーサル縁石（仮称）」 
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令和 2年度 琉球大学ブランド商品開発支援事業 

商品説明 

学内関係者名 

◎建本秀樹 (農学部 家畜繁殖学研究室)，獺越真土(以下，農学部 家

畜繁殖学研究室；修士 2年，)野間智映子 (修士 2年)，伊禮優希 (修士 1

年)，平井 萌 (修士 1年)，増田裕翼 (学部 4年) 

学内連絡先 
総合企画戦略部研究推進課産学連携推進係 

TEL:098-895-8031、MAIL:sangaku@acs.u-ryukyu.ac.jp 

連携企業名 農業生産法人 有限会社 我那覇畜産 

連携企業 

連絡先 

農業生産法人 有限会社 我那覇畜産 代表取締役 我那覇 崇 

0980-55-8822 

E-mail: ganaha69@kushibb.jp 

商品名 琉大アグー 琉覇 

商品特徴 我が国，唯一の在来豚である沖縄在来豚アグーにおいては，第二次世

界大戦の戦禍の影響ならびに戦後復興時の一般西洋豚の大量流入に伴

い，その数が著しく激減しました。そして，昭和 58 年頃から北部農林高等

学校で，当時かろうじて現存していた 20 頭のアグー雑種豚を用いた戻し

交配を繰り返し行った結果，戦前のアグーの形態を示すアグー（以下，純

粋系アグー）が復活されました。しかし，純粋系アグーには長期にわたる

小集団内での戻し交配による近交退化に起因した繁殖能力と耐病性の

低下が認められます。一般に，ブタでは，雑種の方が繁殖能力，産肉能

力および耐病性が顕著に強化され，一方，純粋系の維持管理は非常に

難しくなります。これを雑種強勢と言います。また，昨年，1 月 8 日に発覚

した沖縄県での豚熱(CSF)により，大量に殺処分されたブタの中にアグー

も含まれていたことは記憶に新しいところです。 

純粋系アグーでは，一回当たりの射出精子数が 120～200億匹であり，

一般西洋豚の約1/3～1/2程です。しかも，沖縄の高温多湿の夏季には，

その精子数は一層減少し，精子の運動性や活力も低下してしまいます。

すなわち，雄アグーの繁殖能力が著しく低下し，交配に用いるのが困難な

状況に陥ります。そこで，4 年前から，我々は我那覇畜産と一緒に，年間

を通して安定的にアグーブランド豚を生産する体制を構築すると共に，沖

縄県民の財産である貴重な純粋系アグー種を後世にまで保存すべく，実

用化レベルで使用可能なアグー凍結精子の作製に本格的に取り組みま

した。ウシ精子とは異なり，世界的に見てもブタ凍結精子の作製技術は産

業的には未だ実用化されていません。この難題を解決すべく，それまでの

約 15年にわたる当研究室の基礎的研究結果の蓄積を元に我那覇畜産と

一緒に試行錯誤を重ねて，この度，遂に，アグー凍結精子を用いての安

定したアグーブランド豚の生産体系の構築に成功しました。 



先にも述べたとおり，夏季

には雄アグーの繁殖能力は

著しく低下し受胎率等が大きく

低下します[通常の液状精液

での受胎率は 54% (108/199)，

分娩率は50% (100/199)]。しか

し，我々が作製したアグー凍

結精子を用いて，最も暑さの厳しい 7～9 月に一般西洋豚ケンボロー種に

人工授精を行ったところ，80% (20/25)の受胎率，68% (17/25)の分娩率，平

均 7.9 頭の一腹産子数が得られました。しかも，一般にブタの場合，12 時

間間隔で計 2 回の人工授精を行うのですが，我々の結果は 30 億匹の凍

結融解精子で 1 回の人工授精によるものです。すなわち，我々が作製し

たアグー凍結精子は，非常に高いレベルで実用化に到達したことが証明

されました。この純粋系アグー凍結精子を用いた新しい生産技術体系を

活用することで，年間を通して

安定生産されるアグーブラン

ド豚を「琉大アグー 琉覇」と

し，現在，商標登録出願の準

備中です。なお，我々の凍結

精子作製技術は，アグーのみ

ならず一般西洋豚にも流用で

きます。 

我々はミトコンドリアの障害

を如何にして防ぐかに焦点を絞り，日々の研究を重ねてきました。特に，

純粋系アグーの射出精子の性状が良く，耐凍能（凍結に対する抵抗性）

が上がる 1 月～3 月上旬の期間は，研究室の学生を含めた全員が，遅く

まで頑張って，凍結精子の作製と凍結融解後の精子性状のチェックを繰

り返す日々です。そして，我々は，未だ実用化されていないブタ凍結精子

を実用化レベルにまで引き上げることに成功した次第です。 

販売価格（税込） 我那覇畜産による各種アグーブランド豚の販売価格。 

販売時期 商標登録が完了した後の早い時期。 

販売方法 

■店頭販売 

 取扱店（我那覇精肉店，我那覇畜産のアグーブランド豚が既に販売され

ているイオン琉球グループ） 

■ネット通販 

■その他 

 あぐ～豚しゃぶ 我那覇豚肉店 カフーナ旭橋店 



今後の展望 1) 年間を通しての安定したアグーブランド豚の生産体系を強化します。 

現在，実用化レベルの凍結精子は雄アグー4頭中 1頭程の割合で作

製可能です。そこで，凍結精子作製技術に更なる改良を加え，より多く

の純粋系アグーから凍結精子が作製出来るようにし，一層，年間を通し

て安定したアグーブランド豚が生産できる体系を強化します。 

 

2) 純粋系アグーの凍結精子や精液の販売・流通を行い，「琉大アグー 

琉覇」の生産規模の拡大を目指します。 

我那覇畜産を拠点として，純粋系アグーの凍結精子や液状精液の販

売・流通を行うことで，「琉大アグー 琉覇」の生産規模の拡大を目指し

ます。 
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令和 2年度 琉球大学ブランド商品開発支援事業 

商品説明 

学内関係者名 

 

◎富山潤（工学部工学科建設材料学研究室），須田裕哉（工学部工学

科建設材料学研究室），以下学生研究室メンバー，神立晋弥（M2），古

田泰祐(M2)，池田季裕(B4)，小嶺雅仁（B4），佐藤由哉（B4）, 知花開

(B4)，稲福亮(B4)，藤原滉大(B4)，福永和摩(B4),大城藤乃(B3)，平城

有梨(B3)，前田晴樹(B3)，金城雄大(B3)，吉見映輝(B3)，坪井星那(B3)，

井上彰仁(B3)，近藤連(B3)，リベイロ ブルーノ（アドバイザー，京

都大学） ※B:学部生，M:大学院生（修士） 

学内連絡先 総合企画戦略部研究推進課産学連携推進係 

TEL:098-895-8031、MAIL:sangaku@acs.u-ryukyu.ac.jp 

連携企業名 沖縄県コンクリート二次製品協同組合 

開発代表工場：株式会社 キョウリツ 

連携企業 

連絡先 

沖縄県うるま市石川東恩納 1406-99 

内山 忠明（（株）キョウリツ ） 

商品名 〜人と自然環境に優しいコンクリート製品（琉球大学ブランド）〜 

「うーじ・ゆいバーサル縁石」 

商品特徴 本商品開発では，製糖過程で生じる産業副産物であるサトウキビ残

渣（バガス）と残渣の燃焼灰（バガスアッシュ）を，コンクリートの

構成材料である細骨材（砂：天然資源）の一部に代替することで，コ

ンクリート製品製造時の環境負荷低減を可能としたコンクリート（環

境負荷低減型コンクリート）の製造技術を構築しています．  

本商品（うーじ・ゆいバーサル縁石）は，道路用製品として，視覚

障がい者・車いす・自転車・高齢者など支援を必要とする歩行者の歩

行時の安全性および快適性の向上を目的とした「ゆいバーサル縁石」

のコンクリートに，この環境負荷低減型コンクリートを採用した商品

になります．つまり本商品は，歩行者と自然環境に配慮した「人と自

然環境に優しい」という特徴を有します． 

以下に「縁石」および「ゆいバーサル縁石」の補足説明を示します． 

縁石は，車道と，歩道，安全地帯との境界線に敷かれるブロックの

ことで，決して目立つものではありませんが，歩行者と車両の相互の

安全性を高めるために非常に重要な部材です．しかし，車道乗り入れ

部や横断歩道部などの境界には段差があり，視覚障がい者・車いす・

自転車・高齢者など支援を必要とする歩行者の移動のしやすさを制限



しています．この問題を解決するために開発されたコンクリート製品

のひとつが「ゆいバーサル縁石」です．「ゆいバーサル縁石」は，沖縄

県コンクリート二次製品共同組合（県内コンクリート二次製品製造会

社 10 業者から構成）によって開発されたバリアフリー化したユニバ

ーサルデザインの縁石(2016年発表)です． 

（開発検討内容） 

本商品は，琉球大学（開発メンバー：建設材料学研究室，教員・学

生）と沖縄県コンクリート二次製品共同組合（開発代表工場：（株）

キョウリツ）とで開発が進められました．今回はゆいバーサル縁石の

性能を満足するバガスおよびバガスアッシュを用いたコンクリート

の最適配合を決定するため，強度特性，耐久性に焦点を絞り，開発を

進めました．その結果，従来のゆいバーサル縁石と同等の強度性能(管

理値：材齢 2 週強度(σ14)で 35N/mm2 以上，材齢 4 週強度(σ28)で

40N/mm2以上)を確認する配合を決定することができました． 

耐久性については，現在試験継続中で未確認ではありますが，縁石

に鉄筋を使用しないことから塩害による鉄筋腐食に対する懸念はな

いため，今回の商品には特に問題はありません．今後も耐久性試験を

継続して「人と自然環境に優しい長持ちするコンクリート製品」の開

発を目指していきます． 

開発状況として，図-1にバガス・バガス灰およびバガスの引張試験

の様子を，試験結果の一部として，図-2にコンクリートの圧縮強度試

験の結果と試験の様子を，また，図-3 および図-4 に試作品の製造風

景および商品（試作品）をそれぞれ示します． 

 

   

(a) バガス灰(上)，バガス(下) (b)バガスの引張試験 

図-1 バガス・バガス灰およびバガスの引張試験の様子 

※引張試験は，琉球大学工学部柴田教授・神田准教授の研究室の引張試験機

を使用させて頂きました．ここに記して感謝の意を述べます． 

 



 

(a) 圧縮強度試験結果 

  

(b) 圧縮試験の様子 

図-2 圧縮強度試験結果および試験の様子 

 

  

  

図-3 商品（試作品）の製造風景 



 

 

図-4 試作品 

販売価格（税込） 予定価格：直部 1,500円（税込），コーナー部 1,800円（税込） 

販売時期 2021年 6月ごろ 

販売方法 

 

■店頭販売 

 取扱店（ 沖縄県コンクリート二次製品共同組合 ） 

□ネット通販 

□その他 

 （                           ） 

今後の展望  今後は，耐久性に関する性能の確認およびバガスの特徴を活かした

更なる性能向上を図り，縁石以外のコンクリート 2次製品（写真-1参

照）の開発も目指します．また，製造過程の効率化，環境影響評価の

検討および骨材を本島や外国から調達する必要のある離島における

コンクリート製品製造のコスト削減効果についての検討も深め，性能

およびコストの面からも良い商品開発を継続的に進めます．開発した

商品については，沖縄県リサイクル資材評価認定制度（ゆいくる）で

の認定を受ける予定です．なお，バガスを用いた同様の配合にて沖縄

県コンクリート二次製品組合の参画企業で製造された製品は，琉球大

学ブランド商品として扱うことを予定しています． 

 本学ループ道路の状況を確認したところ，車道乗り入れ部には段差

があり，人に優しい歩道ではない部分がいくつか確認されました．

SDGs の取り組みとしても本学ループ道路のバリアフリー化が必要と

考えています．このため，「うーじ・ゆいバーサル縁石」の実装とし

て，琉球大学のループ道路での活用も目指しています．  

  

写真-1 インターロッキングブロック（例） 
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Source;
https://www.amazon.in/ESPIRE-
SPICES-Mishri-Cutting-
Crystal/dp/B07VX9DYWG 
(January 11, 2020)
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https://www.youtube.com/watch?v=gl3BjTVwoik
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